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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第53期

第３四半期
連結累計期間

第54期
第３四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自　平成26年７月１日

至　平成27年３月31日

自　平成27年７月１日

至　平成28年３月31日

自　平成26年７月１日

至　平成27年６月30日

売上高 （千円） 10,344,114 10,256,171 13,703,584

経常利益 （千円） 736,468 605,152 856,573

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（千円） 435,921 455,778 516,400

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 858,158 238,229 961,537

純資産額 （千円） 7,584,072 7,739,791 7,691,614

総資産額 （千円） 14,143,347 15,415,851 14,194,845

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 172.34 180.02 204.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.6 50.2 54.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 502,794 963,249 728,615

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △155,795 △637,625 △260,617

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △445,307 1,073,166 △737,270

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円） 3,106,786 4,246,781 2,942,421
 

 

回次
第53期

第３四半期
連結会計期間

第54期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年１月１日

至　平成27年３月31日

自　平成28年１月１日

至　平成28年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 72.89 64.20
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第53期第３四半期連結累計期間及び第53期は希

薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、第54期第３四半期連結累計期間は潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の設備投資や個人消費の回復を背景に、企業収益や個人

所得に改善が見られ、景気は緩やかな回復基調にありました。しかしながら、中国やアセアン諸国等新興国で経済

成長が鈍化する一方、日銀のマイナス金利政策導入後も為替の円高基調が続くなど、依然として先行きが不透明な

状況で推移いたしました。

当社グループの主要得意先であります自動車部品業界におきましては、米国では堅調に推移いたしましたが、日

本国内においては、鋼材メーカーの事故による生産工場の操業停止等により、製造・販売ともに減少傾向となりま

した。

このような経営環境の中、当社グループでは対処すべき課題であります①コーポレートガバナンスの強化、②品

質向上に資する品質管理体制強化、③海外子会社の管理体制強化、④海外人財の育成・強化、に取り組んでまいり

ました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高につきましては、北米・中国では堅調に推

移いたしましたが、日本及びタイにおける生産の減少等により、売上高は102億56百万円（前年同期比0.9％減）と

なりました。一方利益面につきましては、グループ全社を挙げての原価低減活動を行ったものの、製造原価の増加

等により、営業利益は５億79百万円(前年同期比10.9％減)となりました。また、経常利益は６億５百万円(前年同

期比17.8％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億55百万円(前年同期比4.6％増)となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①日本

海外向け受注の増加及び新規受注品の増加等があったものの、鋼材メーカーの事故による自動車生産工場の操

業停止等の影響により、売上高は80億87百万円（前年同期比4.6％減）となりました。一方利益面につきまして

も、減収による売上総利益の減少及び諸経費の増加等により、営業利益は２億11百万円（前年同期比35.8％減）

となりました。

②米国

好調な北米景気を背景に、新規製品の受注増加等により、売上高は９億７百万円（前年同期比31.7％増）とな

りました。一方利益面につきましても、受注増加による売上総利益の増加及び経費削減効果等により、営業利益

は58百万円（前年同期比10.6％増）となりました。

③タイ

景気減速の影響によるタイ国内生産の減少の影響もあり、売上高は17億17百万円（前年同期比3.1％減）とな

りました。一方利益面につきましては、原価低減活動の結果、売上総利益が増加したこと等により、営業利益は

１億60百万円(前年同期比3.1％増)となりました。

④中国

日系自動車メーカーの販売台数増加に伴う新規受注の増加等により、売上高は４億24百万円（前年同期比

56.5％増）となりました。一方利益面につきましても、増収要因等により、営業利益は32百万円(前年同期比

261.6％増)となりました。
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(2)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ13億４百万円増加し、42

億46百万円（前年同期比36.7％増）となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益６億５百万円、減価償却費３億26百万円、売

上債権の減少額１億７百万円、たな卸資産の減少額２億56百万円等による資金増があり、一方で仕入債務の減少額

２億94百万円、未払金の減少額76百万円、法人税等の支払額１億13百万円等による資金減により、９億63百万円の

収入（前年同期比91.6％増）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入57百万円の資金増があり、一方で有形固

定資産の取得による支出７億43百万円による資金減により、６億37百万円の支出（前年同期比309.3％増）となり

ました。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の発行による収入９億81百万円、長期借入れによる収入７億19百万

円等の資金増があり、一方で長期借入金の返済による支出５億62百万円、配当金の支払額1億89百万円等による資

金減により、10億73百万円の収入（前年同期は４億45百万円の支出）となりました。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年５月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,652,020 2,652,020
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 2,652,020 2,652,020 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年１月１日～
平成28年３月31日

－ 2,652,020 － 405,900 － 604,430
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社三ツ知(E02491)

四半期報告書

 5/19



 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成27年12月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 120,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,529,500 25,295 －

単元未満株式 普通株式 2,320 － －

発行済株式総数 2,652,020 － －

総株主の議決権 － 25,295 －
 

(注)　単元未満株式には、当社所有の自己株式19株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社三ツ知

名古屋市守山区藪田町510番地 120,200 － 120,200 4.53

計 － 120,200 － 120,200 4.53
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平成

28年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年７月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,135,009 4,353,414

  受取手形及び売掛金 3,012,157 2,868,281

  たな卸資産 2,322,651 2,005,846

  その他 336,595 296,001

  貸倒引当金 △4,821 △4,063

  流動資産合計 8,801,591 9,519,480

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 728,660 787,691

   機械装置及び運搬具（純額） 1,221,254 1,294,207

   土地 2,150,081 2,391,892

   リース資産（純額） 56,170 131,743

   建設仮勘定 214,631 332,750

   その他（純額） 146,158 193,330

   有形固定資産合計 4,516,957 5,131,616

  無形固定資産   

   のれん 305,052 239,684

   その他 68,342 60,161

   無形固定資産合計 373,394 299,846

  投資その他の資産   

   投資有価証券 211,856 178,095

   その他 304,916 300,683

   貸倒引当金 △13,871 △13,870

   投資その他の資産合計 502,901 464,908

  固定資産合計 5,393,254 5,896,371

 資産合計 14,194,845 15,415,851
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,158,230 1,836,719

  短期借入金 351,500 603,483

  1年内償還予定の社債 42,000 162,000

  1年内返済予定の長期借入金 687,991 805,210

  リース債務 108,150 116,096

  未払法人税等 41,456 135,060

  賞与引当金 17,873 94,921

  役員賞与引当金 10,540 7,659

  その他 565,401 592,256

  流動負債合計 3,983,144 4,353,407

 固定負債   

  社債 132,000 935,000

  長期借入金 1,885,934 1,924,782

  リース債務 296,537 275,874

  役員退職慰労引当金 50,309 51,257

  退職給付に係る負債 22,495 23,310

  その他 132,809 112,426

  固定負債合計 2,520,086 3,322,651

 負債合計 6,503,230 7,676,059

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 405,900 405,900

  資本剰余金 604,430 604,430

  利益剰余金 6,257,611 6,523,501

  自己株式 △133,298 △133,461

  株主資本合計 7,134,643 7,400,370

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 38,962 12,054

  為替換算調整勘定 518,008 327,366

  その他の包括利益累計額合計 556,970 339,421

 純資産合計 7,691,614 7,739,791

負債純資産合計 14,194,845 15,415,851
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 10,344,114 10,256,171

売上原価 8,344,954 8,294,893

売上総利益 1,999,159 1,961,277

販売費及び一般管理費 1,348,578 1,381,505

営業利益 650,581 579,771

営業外収益   

 受取利息 2,278 4,892

 受取配当金 1,516 1,870

 為替差益 42,446 －

 固定資産売却益 17,616 46,603

 その他 78,762 71,440

 営業外収益合計 142,620 124,807

営業外費用   

 支払利息 49,374 42,291

 為替差損 － 25,314

 その他 7,358 31,819

 営業外費用合計 56,732 99,426

経常利益 736,468 605,152

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 13

 保険解約返戻金 53,248 －

 会員権売却益 0 －

 特別利益合計 53,249 13

特別損失   

 投資有価証券売却損 11,280 －

 会員権売却損 900 －

 役員退職慰労金 222,528 －

 特別損失合計 234,708 －

税金等調整前四半期純利益 555,010 605,165

法人税、住民税及び事業税 130,250 190,952

法人税等調整額 △11,161 △41,564

法人税等合計 119,088 149,387

四半期純利益 435,921 455,778

親会社株主に帰属する四半期純利益 435,921 455,778
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 435,921 455,778

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24,976 △26,907

 為替換算調整勘定 397,260 △190,641

 その他の包括利益合計 422,237 △217,549

四半期包括利益 858,158 238,229

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 858,158 238,229

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 555,010 605,165

 減価償却費 367,633 326,518

 のれん償却額 65,368 65,368

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △597 △328

 賞与引当金の増減額（△は減少） 76,248 77,047

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,851 △2,881

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,715 2,037

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △67,337 948

 固定資産売却損益（△は益） △16,972 △40,376

 投資有価証券売却損益（△は益） 11,280 △13

 受取利息及び受取配当金 △3,795 △6,762

 保険解約損益（△は益） △53,248 △2,608

 支払利息 49,374 42,291

 役員退職慰労金 222,528 －

 売上債権の増減額（△は増加） 143,746 107,025

 たな卸資産の増減額（△は増加） △55,843 256,807

 未収入金の増減額（△は増加） 28,303 40,531

 仕入債務の増減額（△は減少） △210,498 △294,728

 未払金の増減額（△は減少） △94,186 △76,160

 未払費用の増減額（△は減少） △26,491 △14,769

 その他 △50,647 △2,422

 小計 935,738 1,082,691

 利息及び配当金の受取額 3,794 6,780

 利息の支払額 △49,549 △41,940

 役員退職慰労金の支払額 △222,528 －

 法人税等の支払額 △164,788 △113,219

 法人税等の還付額 127 28,937

 営業活動によるキャッシュ・フロー 502,794 963,249
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           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △105,990 △54,000

 定期預金の払戻による収入 48,000 134,580

 有形固定資産の取得による支出 △321,101 △743,950

 有形固定資産の売却による収入 26,146 57,342

 投資有価証券の取得による支出 △4,193 △4,168

 投資有価証券の売却による収入 11,111 48

 保険積立金の払戻による収入 236,985 6,273

 その他 △46,753 △33,751

 投資活動によるキャッシュ・フロー △155,795 △637,625

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） △149,000 286,444

 長期借入れによる収入 900,000 719,380

 長期借入金の返済による支出 △858,856 △562,007

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △82,235 △85,729

 社債の発行による収入 － 981,420

 社債の償還による支出 △142,000 △77,000

 自己株式の取得による支出 － △163

 配当金の支払額 △113,214 △189,177

 財務活動によるキャッシュ・フロー △445,307 1,073,166

現金及び現金同等物に係る換算差額 122,276 △94,430

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23,968 1,304,359

現金及び現金同等物の期首残高 3,082,818 2,942,421

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,106,786 ※１  4,246,781
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資

本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしまし

た。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原

価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたしま

す。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事

業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社の有形固定資産の減価償却の方法につきましては、主として定率法を採用しておりました

が、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、当期において、事業計画のもと、顧客及び顧客ニーズの多様化や加工の内製化等の国内生産体制の見直

しのため、国内において設備投資が増加することを契機に、有形固定資産の減価償却方法を検討したものであります。

その結果、今後の有形固定資産の使用は長期的かつ安定的な利用が見込まれ、国内においても定額法が有形固定資産の

使用実態により即しており、経営管理の精度を高め、当社グループの実態をより適切に反映すると判断したものであり

ます。

この結果、従来の方法に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ70,135千円増加しております。

なお、セグメントに与える影響につきましては、セグメント情報等に記載しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
 
 
 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
 至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
 至 平成28年３月31日)

現金及び預金 3,256,554千円 4,353,414千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △149,767千円 △106,632千円

現金及び現金同等物 3,106,786千円 4,246,781千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年７月１日 至 平成27年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月25日
定時株主総会

普通株式 75,884 30 平成26年６月30日 平成26年９月26日 利益剰余金

平成27年１月30日
取締役会

普通株式 37,942 15 平成26年12月31日 平成27年３月12日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年７月１日 至 平成28年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月29日
定時株主総会

普通株式 113,935 45 平成27年６月30日 平成27年９月30日 利益剰余金

平成28年１月29日
取締役会

普通株式 75,954 30 平成27年12月31日 平成28年３月10日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成26年７月１日 至 平成27年３月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 日本 米国 タイ 中国 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,729,561 688,946 1,664,768 260,837 10,344,114

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

748,987 － 108,423 10,316 867,728

計 8,478,549 688,946 1,773,192 271,153 11,211,842

セグメント利益 329,616 53,319 155,593 9,096 547,626
 

 

２ 報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項)

(単位：千円)

利益又は損失 金額

  報告セグメント計 547,626

  セグメント間取引消去 102,954

四半期連結損益計算書の営業利益 650,581
 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成27年７月１日 至 平成28年３月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 日本 米国 タイ 中国 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,332,339 895,134 1,606,380 422,316 10,256,171

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

754,889 12,417 111,194 1,933 880,434

計 8,087,228 907,552 1,717,574 424,249 11,136,605

セグメント利益 211,544 58,995 160,487 32,893 463,921
 

 

２ 報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項)

(単位：千円)

利益又は損失 金額

  報告セグメント計 463,921

  セグメント間取引消去 115,850

四半期連結損益計算書の営業利益 579,771
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３　報告セグメントの変更等に関する事項

　（有形固定資産の償却方法の変更）

（会計方針の変更）に記載のとおり、日本セグメントであります当社及び国内連結子会社の有形固定資産の減価

償却方法につきましては、主として定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更し

ております。

この変更に伴い、従来の方法に比べ、日本セグメントにおける当第３四半期連結累計期間のセグメント利益は

70,135千円増加しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
 至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
 至 平成28年３月31日)

１株当たり四半期純利益 172.34円 180.02円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 435,921 455,778

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

435,921 455,778

普通株式の期中平均株式数(株) 2,529,489 2,531,836
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３四半期連結累計期間は希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため、当第３四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第54期（平成27年７月１日から平成28年６月30日まで）中間配当については、平成28年１月29日開催の取締役

会において、平成27年12月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う事を決議

いたしました。

①　配当金の総額 75,954千円

②　１株当たりの金額 30円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年３月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年５月12日

株式会社三ツ知

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ  
 

 
指定有限責任社員  

公認会計士　　孫　　　　　延　　生　　印
業務執行社員  

 

 
指定有限責任社員  

公認会計士　　奥　　田　　真　　樹　　印
業務執行社員  

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三ツ知

の平成27年７月１日から平成28年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平成

28年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年７月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三ツ知及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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